
可視化レポーティング対象項目一覧

○ 今回実施する可視化レポーティングの対象項目は、国保内で取決め事項として審査基準を
全国統一させている項目のうち、支払基金の「審査の差異の可視化レポート」においても採用
されている項目を抜粋した以下の27項目です。
○ 今回の実施結果を踏まえ、今後の可視化レポーティングの実施や項目数について検討を進
めてまいります。

項番 項目

1 糖尿病確定診断後の患者に対する連月のインスリン（ＩＲＩ）の算定について

2 細菌顕微鏡検査(血液培養)

3 Ｋ204 涙嚢鼻腔吻合術又はＫ206 涙小管形成手術における涙液・涙道シリコンチューブの取扱いについて

4
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（ＭＲＳＡ）腸炎、偽膜性大腸炎及び造血幹細胞移植（骨髄移植、末梢血幹細胞移植、臍帯血移植）
時の消化管内殺菌以外に対する塩酸バンコマイシン散（バンコマイシン塩酸塩散）の投与について

5 単なる浣腸又は坐薬挿入時のキシロカインゼリーの使用について

6 真皮縫合加算（指）

7 ヒアルロン酸（肝機能障害、肝細胞癌疑い）

8 ヒアルロン酸（肝硬変）

9 ヒアルロン酸（肝細胞癌）

10 パルスドプラ法加算（尿管腫瘍）

11 リポ蛋白分画とコレステロール分画（併施）

12 透視診断（尿管造影）

13 透視診断（膀胱造影）
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項番 項目

14 透視診断（血管造影）

15 透視診断（子宮卵管造影）

16 透視診断（関節造影）

17 透視診断（胆のう造影）

18 透視診断（膵胆管造影）

19 透視診断（腎盂造影）

20
手術前においてスクリーニングを目的として実施したＤ006の14 Ｄダイマー定性、Ｄ006の15 Ｄダイマー半定量及びＤ006の17 
Ｄダイマーの算定について

21 ＨｂＡ１ｃ（膵臓疾患）

22 ＨｂＡ１ｃ（肝臓疾患）

23 Ｔ３、ＦＴ３、Ｔ４、ＦＴ４（併施）①

24 Ｔ３、ＦＴ３、Ｔ４、ＦＴ４（併施）②

25 ループスアンチコアグラント定性、ループスアンチコアグラント定量（膠原病疑い）

26 急性肝炎重症型又は肺高血圧症に対するプロスタンディン点滴静注用500μgの投与について

27 播種性血管内凝固症候群（ＤＩＣ）の患者に対する脂肪乳剤のイントラリポス輸液の投与について
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※項番23・24は同一の取決め事項に基づく項目ですが、コンピュータチェックが２種類に分かれているため、別々の項目として集計を
行っています。


